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あすなろ予備校

中・長期目標

（学校ビジョン）

　生徒一人ひとりに合わせた指導を

行い、生徒の学力向上と進路実現を

支え、地域や保護者からの信頼を獲

得する。

　今後の受験状況やニーズに合わせ

た予備校のあり方を考え、実践し改

革を行う。

今年度の重点目標

　1　より多くの生徒を集める。

　２　生徒一人ひとりに合わせた面談・学習アドバイスを行う。

　３　保護者への情報発信を行う。

　４　教職員の相互理解を深める

　５　進学実績の向上を図る。

　６　地域への情報発信を積極的に行う。

①特別講座の実施

③特別講座アンケートの実施

①特別講座を年間で30以上実施する。

②アンケート結果に基づく評価項目「とても満足して

いる」以上が全体の80％以上

③年間で校外生が30名以上受講する

A：①～③すべて達成

B：①～③のうち２つ達成

C：①～③のうち１つ達成

①32講座実施

②72％であった

③37名の校外生が参加

B

生徒のニーズに合わせ

た特別講座が実施でき

た。今回得た「生徒の

声」を活用して、今後

の講座設置に役立て

る。

１　生徒数の獲得

〇定員を満たす生徒数の

獲得に至っていない。

〇生徒を獲得するための

講座の設定が不十分であ

る。

〇広報活動が不十分であ

る。

新しい取組みを実践、授業を充

実。

①高卒生の3つのスタイルの確立

②現役生のクラス授業とAI・集団個

別の差別化

③授業アンケートの実施

①全教職員がスタイルの違いを把握し、説明ができ、

３つのスタイルを実践する。

②クラス授業とAIの違いを把握し説明ができ、実践す

る。

③アンケート結果に基づく評価項目「とても満足して

いる」以上が全体の80％以上

A：①～③すべて達成

B：①～③のうち２つ達成

C：①～③のうち１つ達成

①実践できていた。②

担当しているコースご

とには説明できるよう

になってきた。③74％

であった

適切な時期に効果的な広報活動

を行う。

①短期講座・特別講座の案内

②通年の講座案内

③HPやSNSを活用し、発信

①短期講座・特別講座の案内を3～4週間前を目安に情

報を公開する。

②通年の講座案内を多くの保護者・生徒にとってあす

なろの魅力がわかりやすく、興味深いものにする。

③HPやSNSを活用し、あすなろの取組みを月１回発信

する。

A：①～③すべて達成

B：①～③のうち２つ達成

C：①～③のうち１つ達成

①おおむね案内の公開

が3週間前になった。

②通年の案内を学期ご

とに実施できた。

③SNSがほぼ手が付け

れなかった

３　保護者への

　　情報発信

〇保護者の言葉・要望に

傾聴することが不十分で

ある。

〇保護者への定期連絡が

不十分である。

○三者懇談時に保護者アンケー

トを実施し、保護者の言葉・要

望に傾聴し、それをを踏まえた

面談の工夫や改善を行う

○保護者へ生徒との二者面談の

報告などを月1回発信する

○欠席率が高い生徒・保護者へ

の連絡を密にする

①アンケート結果にもとづく査定の

実施

②月1回生徒の様子を発信する（方

法は問わない）

③欠席率が高い生徒（連続３日欠

席・同じ講座を連続２回欠席）・保

護者への連絡を直ちに行う。

①保護者アンケートの評価項目「とても満足してい

る」以上が全体の80％以上

②保護者への連絡実施回数8回以上

③欠席率の高い生徒への連絡を実施

A：①②③すべて達成

B：①②③のうち2つ達成

C：①②③のいずれか1つ達成

①93%以上が「とても

満足している」と解答

②高卒生・高3生では4

回程度実施できた先生

もいたが、先生間で差

が大きかった。

③欠席者への連絡を実

施できた。

受験生の減少や共通テ

ストの実施などで浪人

を選択する生徒が減少

した。その中でも生徒

数を獲得するために

も、クラス授業だけで

なく、AIの活用・生徒

の学習計画などさらに

生徒に寄り添うったサ

ポートの必要がある。

C

面談での対応について

は、全体的に高い満足

度を示す結果であっ

た。しかし、日々の保

護者への連絡はまだ改

善すべき点がある。今

後も改善に努めていき

たい。

B

できる限り早めの情報

公開を心がける。ま

た、積極的にやってい

ることのアピールを今

後も行っていく。

２　生徒と面談

○生徒と学習面における

長期目標・ビジョンの共

有が不十分である。

〇学習計画の実践が不十

分である。

〇定期的な面談を実施し、長期

的な目標・ビジョンを共有し、

教科ごとの学習計画を考え、実

施、評価をを行う。

〇授業以外でも積極的に声掛け

を実践する。

①面談の実施

②担任アンケート結果に基づく査定

を行う。

③授業アンケート結果に基づき査定

を行う。

④授業以外でも積極的に声掛けを実

践する。

①面談の実施回数が4回以上

②担任アンケート結果に基づく評価項目「とても満足

している」以上が全体の80％以上

③授業アンケート結果に基づく評価項目「とても満足

している」以上が全体の80％以上

④授業以外でも積極的に声掛けを実践する。

A：①～④すべて達成

B：①～④のうち３つ達成

C：①～④のうち２つ達成

①定期的に面談を実施

したが、8回はできな

かった。

②74％であった

③55％であった

④積極的に声掛けを実

施できた

D

定期な面談は実施でき

たが、8回はできな

かった。今後、実施可

能で効果的な回数を模

索していく。また、ア

ンケートについては

「満足している」を含

めると、それぞれ80％

以上70％以上となる。

さらなる、授業やサ

ポートを充実させる必

要がある。

A：生徒数が100名以上

B：生徒数が60名以上

C：生徒数が30名以上

2021年10月の生徒数

が31名であった

生徒のニーズに合わせた特別講

座の実施。



評価項目 評価

４　教職員の

　　相互理解

○教職員の情報共有が不

十分である。

〇学習に関わるコースを超えた

教科会・コース会を実施し、新

しい授業の実践を行う。

①学習に関わるコースを超えた教科

会・コース会を実施

②AIの指導方法の充実

③新指導要領・生徒のニーズに合わ

せた授業の実施

①学習に関わるコースを超えた教科会・コース会を年2

回実施

②AIの指導方法の充実

③新指導要領・生徒のニーズに合わせた授業の実施

A：①②③すべて達成

B：①②③のうち2つ達成

C：①②③のいずれか1つ達成

①一部実施できた

②AI数学については、

指導方法が充実してき

た

③小論文・面接などの

対策を実施できた

B

教科によっては、教科

会の実施が不十分で

あった。今後は困った

ことがあったら、すぐ

に相談できる体制を整

えていきたい。

○運営に関わる会議を充実さ

せ、情報共有と意見が出しやす

い環境作りを実践する。

①管理職・職員会議を実施をする。

②資料などの準備を2日前までに行

い、会議前までに目を通してもら

う。

③意見を言いやすい環境を作る。

①管理職・職員会議を実施をする。

②資料などの準備を2日日までに行い、会議前までに目

を通してもらう。

③意見を言いやすい環境を作る。

A::①～③すべて達成

B：①の達成かつ②・③いずれかの達成

C：①のみの達成

①定期的に実施できた

②資料準備が間に合わ

ず、実施できていな

かった。③積極的な発

言が少なかった。

C

限られた時間の中で、

建設的な意見が多くで

て、スピーディーに物

事が決定できるように

会議のあり方を見直し

していく。

○生徒の情報交換の場を設け

る。

①生徒情報の共有フォームを作成す

る。

②特別に情報共有するべき生徒につ

いては、職員会議なので全体への情

報共有を実施する。

③生徒に向けて次のアクションを起

し、報告を密に行う。

①生徒情報の共有フォームを作成する。

②特別に情報共有するべき生徒については、職員会議

なので全体への情報共有を実施する。

③生徒に向けて次のアクションを起し、報告を密に行

う。

A：①～③すべて達成

B：①の達成かつ②・③いずれかの達成

C：①のみの達成

①面談記録や生徒情報

の共有フォームを作成

した

②③限られた生徒でし

か実践できなかった

B

面談記録や生徒情報の

共有フォームができ

た。今後運用しながら

さらなる改善をし、生

徒に適切なアドバイス

をするために活用して

いく。

〇社会貢献活動を実施。新聞な

どに取り上げてもらう。

○中学校・高等学校からの依頼での

進学講演の実施

○あすなろ主催での社会貢献活動の

実施。

○新聞などに取り上げてもらう。

①中学校・高等学校からの依頼での進学講演の実施②

あすなろ主催での社会貢献活動の実施。③新聞などに

取り上げてもらう。

A::①～③すべて達成

B：①～③のうち２つ達成

①高校・他の予備校へ

の講師派遣

②実施できず

③コロナ対策で取り上

げられた

B

あすなろ主催の社会貢

献活動とは何かを考え

ていく必要がある

C

共通テストが難化し、

思うように得点が伸び

ない難しい入試であっ

た。個別対応の充実を

含め、今後も努力をし

ていきたい。

６　地域への

　　情報発信

○鳥取県の学力の現状や

受験の仕組みの変更が、

一般には知られていな

い。

〇R２年はオンライン質問

教室を実施したが、今年

もこのような社会貢献活

動を実施していく必要が

ある。

○地元予備校として、受験に関

する情報を地域に発信する機会

をできるだけ設ける。

○校外生6名以上参加を目標に一般

公開の進学セミナーを学年別に実

施・セミナーアンケートの実施・要

項の作成。

①進学セミナーなどの実施②各説明会ごとに校外生5名

以上③アンケート結果の評価項目「とても満足してい

る」以上が全体の70％以上④要項の作成とスムーズな

実施

A：①～④すべて達成

B：④の達成かつ①～③のうち２つの達成

C：④の達成かつ①～③のうち２つの達成

①④短期講座前のセミ

ナーを実施でき、新し

い取り組みも行えた。

②多くの校外生を集め

たセミナーとそうでな

いセミナーがあった

③とても満足してるが

79.3％であった。

A

セミナーに卒業生を講

師として初めて招い

た。受験生にとって

は、身近な人の話でも

あり、よい刺激になっ

た。今後もこのような

セミナーを実施してい

きたい。

５　進路の実現

〇合格者は出ているが、

難関大学合格の合格が少

ない。

〇高卒生の国公立大学進学率

60％以上かつ難関大学・医歯薬

合格率20％以上

○高卒生のニーズに合わせた、合格

に向けた授業の実践・合格のための

科目ごとの学習計画の作成・長期的

な目標・ビジョンを共有し、教科ご

との学習計画を考え、実施、評価を

を行う。

①国公立大学進学率60％以上

②難関大学・医歯薬進学率20％以上

①37％

（35名中13名合格）

②17％

（35名中6名合格）
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